
小中一貫教育モデル事業の取組について 

「特定地域選択制」の実施 

 

１ 令和４年度 北九州市小中一貫教育モデル校区について（いわゆる「分離進学」の状況） 

  
 

 

 

 

 

 

２ 「分離進学」の課題（小中一貫教育モデル校区における声） 

 ・小中一貫教育のパートナー校と指定校が違う場合に、６年間を通してパートナー校と
培った関係性や中学校のイメージ像が途切れる（パートナー校以外の学校に進学する 
ことへの不安の声あり）。 

・指定校変更の要件に合致しないと、パートナー校への進学はできない。 
 

 
 

    特定地域（皿倉小校区は中央中が指定校になっている住所、八幡小校区は大蔵中が指定校と 
なっている住所） に住む小学校６年生を対象に、パートナー校を許可校にする取組 

を実施する＊。     
*次年度以降の継続は、令和４年度の結果を踏まえて検討 

 
  【確認事項】 

     ●パートナー校を選択する方の増加具合 
●導入に伴う波及効果の程度（地域、学校（生徒数バランス、部活動など）、 

小中一貫教育、保護者・子どもなどの観点） 
      

≪スケジュール（予定）≫ 

R４年 11 月 対象児童の保護者への周知（学校を通じて、案内文書を配付） 

12 月  保護者が小学校に許可校制の申請意思を連絡 

R５年 １月      保護者が八幡東区役所で指定校変更届出書にて申請 

 ４月      中学校に進学 

小学校名 進学先の中学校名 

八幡小学校 中央中学校（パートナー校） 
大蔵中学校 

皿倉小学校 尾倉中学校（パートナー校） 
中央中学校 

令和 4 年 10 月 13 日 
企 画 調 整 課 
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小中一貫教育モデル事業の取組状況について

１ 本市の小中一貫教育の方向性

① ９年間の連続性・系統性を生かした小中一貫教育の推進
・ 校区で９年間を見通しためざす子ども像や目標を設定する。
・ 小中９年間を通じた、４－３－２の学年区分でのカリキュラムを編成

する。

② コミュニティ・スクールを活用した、地域とともにある学校づくりの推進
・ コミュニティ・スクール（学校運営協議会）と小中学校が、目指す子ど
も像等の目標やビジョンを共有し、地域とともにある学校づくりを推進
する。

２ 小中一貫教育モデル事業について

① 小中一貫モデル校区
中央中学校区（中央中学校、八幡小学校）【施設隣接型】
尾倉中学校区（尾倉中学校、皿倉小学校）【施設分離型】
② 検証期間 令和４年度から2年間
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【令和３年】
実態の把握

【令和４年
４月】
小中一貫
教育の組織
づくり

【５月】
９年間を
見通して
目指す

子ども像と
具体的目標
の設定

【６月】
具体的な取
組に対する
熟議・情報
の共有

１ ９年間を見通した目指す子ども像の設定

① 地域や学校の実態を把握
年度末の学校運営協議会で、目指す子ども像や課題について共有

し、次年度の学校運営方針に反映する。

② 組織体制づくり

学校運営協議会を開催し、目指す子ども像を地域と共有する。小中一貫推進委員会
を立ち上げ、目指す子ども像実現のための手だてについて協議する。
例） 夢や目標をもって、地域を愛し、地域社会に貢献できる児童生徒（尾倉中学校区）
例） 家庭や地域と連携し合い、豊かな人間性とたくましい体をもち、自ら学び考える子どもの育成

（中央中学校区）

第１回 学校運営協議会の様子

※ 指導計画書やスクールプラン
に位置付ける。

③ 中学校区で、目指す子ども像と目標について協議

小中一貫教育の組織づくり

学校長からの学校
運営方針の説明
（中央中学校区）

学校運営方針に対
する承認
（尾倉中学校区）

④ 情報共有

組織の部会制度の立ち上げ 推進委員会、
部会の立ち上げ

指導計画書
（中央中学校区）

研究構想図
（尾倉中学校区）

研修会及び部会での情報共有
（中央中学校区）

小中合同研究授業を通じた授業づくり
の情報共有（尾倉中学校区）

３ モデル校区（中央中学校区、尾倉中学校区）の具体的な取組

全体会で、今年度の取組の方向性を共通理
解した後、各部会で具体的な取組について
話し合った。

小学校の教諭が、中学生を対象に道徳科の
研究授業を実施。その授業を基に、小中一貫
教育における連続性・系統性ある授業づくり
について共通理解を図った。
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【６月～
現在】
9年間を
見通した
取組の実施

【～年度末
まで】
振り返り
分析

２ ９年間を見通したカリキュラムの作成と教育活動の実施

A 乗り入れ授業
（中央中学校）

B 小中合同の体力測定・
挨拶運動（中央中学校）

C 学校の特色に応じた
取組 小中一貫教育の
研修（尾倉中学校）

D ４－３－２の学年区分での年間カリキュラムの作成と実施

令和４年度の各校での具体的なカリキュラム作成
【中央中学校区】 総合的な学習の時間を中心としたカリキュラムの作成
【尾倉中学校区】 教科や学習習慣カリキュラム等の作成

【令和５年
４月～】

３ ９年間を見通したカリキュラムの拡充と実施

〇 令和4年度までに実施していない教科等でもカリキュラムを
作成し、随時、実施していく。
〇 学校運営協議会での協議の質を高め、地域協働活動を充実
させることで、地域の特色を生かした教育活動を推進する。

・ 総合的な学習の時間における
防災教育のカリキュラム作成と実施
（中央中学校区）

高炉台公園での小中合
同避難訓練の様子
（感染拡大防止の観点
から、地域との連携は
中止）

・次年度のカリキュラム
構想（尾倉中学校区）

夏季研修で、次年度カリキュラム
について構想している様子
9月末日完成予定。
今後は、可能な範囲で次年度カリ
キュラムをプレ実施する。

⑥ 目指す子ども像の実現に向けた地域との連携
（１０月ごろ実施予定）

⑦ 今年度の反省と次年度にむけた取組の構想（2月ごろ実施予定）

⑤ 取組の実施
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